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蹂塙粛認忠臨硲

機械知能プログラム教授
川末紀功仁

出身：長崎県長崎市
趣味：猫と遊ぶこと。釣り。
講義：知能センシング，計測工学など

体重が見えるメガネ“スカブター” 國□園l

ひとこと
AIとIoT、最近よく聞くけど実際はどうなの? CMで見
るけど空想じゃないの？宮崎大学で世界に誇る超ス
マートな未来社会をつくります！
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研究内容
体重が見えるメガネ“スカ豚～（スカブター）”

3Dカメラを備えたARメガネで見るだけで体重がわかる装置

3Dカメラで撮影され

た豚の画像はPCに
送られて解析されま

す。 Alで推定された

体重はAR眼鏡に表

示されます。マンガ

「ドラゴンボール」

のスカウターに似ていることから，スカブターと呼ばれています。

赤ちゃんへの応用（医工連摸）
小さく産まれた赤ちゃんは非常にデリケート。保育器の外からスカブターを用いて保育
器内で眠る赤ちゃんの身体を測定します。小さな命を守ります。----.-. ... , --

骨格検出 部位の認識 最先端Al技術により，測定を自動化！
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身のまわりの力や運動を電気に変換する

迄雷招鯰1忠忠
力学エネルギー）＼ーベスティングの仕組みと応用

・ 機械知能プログラム教授
河村隆介

出身：大阪府堺市
趣味：音楽鑑賞，ドライブ，大学時代は競技スキー
講義：材料力学、情報・データリテラシー
専門：機能材料と構造の力学

ひとこと
大学は自分が興味を持つ分野を学び自分の可能性を
広げ，自分の夢を実現するための場所です。未来の
自分のために、今できることを大切にして進んでください。
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この研究はどう役立つ？研究から学べることは？
► 世界中で研究が進められているAI関連技術，他では真似ができな
い宮崎ならではのAI技術を開発！

► 畜産王国宮崎でしかできなし濁升究を推進します。 100kgを超える豚
の体重を測るには，大変な労力が必要です。 3DカメラとAIによって，
簡単に体重がわかる装置が実現できます。

► 赤ちゃんの命を守ります。 小さく産まれた赤ちゃんは，保育器の中で
育てられるので身体測定も容易ではありません。保育器の外から撮

影するだけで測定を行う技術を開発しています。

► AIを実現する構成が学べ，様々な分野に応用展開する知識が身
につきます。

-従来の体重計（豚衡機）による測定

↓ 新技術z. _.,cn• ,.. ー

研究内容

~~ 従来の手作業による測定
（保育器の中の赤ちゃんでは難しい）

暴 新技術

3DカメラとARグラスによる測定

日図

圧電材料を用いた振動発電

► IoT用センサーのための持続的な電源として，圧電材料を用いた
振動発電の利用を研究しています。

ほか，鵬業生産性の予測・向上への深層学習，ロボット技術の活用

► 農業生産性の予測にデータと深層学習の活用を研究しています。
► 夏季の暑熱による農業生産性の低下を抑制，向上させるため，
ICTと日ボット技術により，飼料タンクの遮熱塗装の施工費用の削減
と作業員の危険作業を解消する新しい施工方法を開発しています。

この研究はどう役立つ？研究から学べることは？
► 人々が今後も安定した暮らしを持続できるように，資源，食糧，エ
ネルギー等の社会課題の解決口取り組んでいくことが求められています。

► 私の研究室では，材料・構造，環境・食糧，エネルギー、ロボットの
各分野における課題解決を目指した研究に取り組んでいます。

► 研究を通じ，機能材料，エネルギー， IoT,AI, ロボット， ICTの
基礎技術を学び，それらを社会における課題解決へ応用する能力

を身につけることを目指しています。

「健康寿命の延伸」に貢献するバイオメカニクス研究
蹂謀四翡忠忠

機械知能プログラム教授
山子剛

出身：新潟県
講義：バイオメカニクス、機構学、応用数学
専門：生体機械工学

ひとこと
焦らずに好きなことからはじめよう！

研究内容

治療機器

関節の痛みを取り除く
人工関節・インプラントの創出！

シミュレーションを駆使し，患者さんのカ
学的な未来を予測することで最適なインプ
ラントをデザインします．

- ,~ 叫....町 4- ,__.,..,. ,. _~ー.....匹

汀il顧
術後10年の骨量減少を予測する

この研究はどう役立つ？研究から学べることは？
高齢社会を迎えた日本は，骨•関節など運動器の問題を克服し「健康
長寿社会」へと変革することが求められています．宮崎大学バイオメ

カニクス研究室では，運動器の持つ力学的機能を解明する基礎的な研
究から，ロコモティブシンドロームの予防，スポーツ動作分析，ロ
ボット・デバイスの研究開発などの応用研究まで幅広く活動していま
す．医学と工学との連携の中で，生体の高度なメカニズムに学び惑動
し，医師・エンジニアと共に臨未現場・現代社会が直面している種々
の課題に対して「機械工学」をベースに解決を試みるバイオメカニク
ス研究に取り組んでいます．優しい性格の学生が多く卒業後は自動車、
航空宇宙、化学、材料メーカーなど幅去い分野の上場企業で技術者と
して活躍しています！

スポーツ

スポーツ動作の分析によって

怪我の予防・バフォーマンスUP!

スポーツ動作中の関節・筋肉に働いている

力を筋骨格シミュレーションによって解析
し，怪我の防止と効果的なトレーニング法

を確立します．

戸主写号
身恥i~
オーバースローとアンダースローの比較

リ｝＼ビリロボット

楽しみながらロコモを予防できる
新感覚ロボット (LOCOBOT) ! 

体重移動でロボットを操作するしくみです．

ロボットとの一体感を楽しみながらトレー
ニング・リハビリを行っています．

言 。 l

術後の痛みを忘れリ八ビリを楽しむ様子

0 AI導入による新たなロボット・自動システムの劇出
....-W:fi哲i~り紺1忠蹂硲

＇ 機械知能プログラム准教授
李根浩

図目酉

出身：韓国
趣味：読書・ポップを聞くL.C
講義：自動制御・ロボット工学・ロボット工学特論
・メカトロニクス等

専門：ロボット工学

ひとこと
ロボット・機械であれば、
やはり宮崎大学工学部⑬幾械知能プログラムだね！

研究内容
AIによる分析・活用とロボットヘの応用
► AIによる生物（動物・昆虫）の振る舞いを分析し、この特徴を学習
することによりロボットの動作制御に活用する。

► AIによる打音を分析し、社会インフラ用点検ロボットヘ応用する。

AIによる家畜のモニタリングと健康管理システムの開発
► ストレスフリーかつ自動で体温を計測する装置を開発する。

この研究はどう役立つ？研究から学べることは？
► 家畜にストレスを与えない「アニマルウI.)レフェア」へ貢献する。また、自
動で体温測定が可能なため、飼育員の「労働負担」を軽減すること

が期待される。

► AIの活用によるこれまで見えてこなかった世界（生物の振る舞い）の
情報を取得し、社会の諸問題を解決を目指す。

► 「モノづくり」の生産技術と「AI」の技術を学び、多様な産業分野□芯
用できる横断的な知見を身につけることができる。

エビの遊泳脚に基づいた水中ロボットの実験様子

曲け振動による圧竃パッチの勢•
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豚の体調管理用スマート給水機 (2件） （特許第7577261;特願2024-07776 7) 
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トンネルでの自動打音検査ロポy卜の実験様子
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